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市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
考
え
行
動
し
な
が
ら
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の

た
び
、
自
分
た
ち
の
力
で
、
地
域
の

課
題
を
解
決
し
、
活
力
を
生
み
出
そ

う
と
す
る
グ
ル
ー
プ
や
団
体
を
応
援

す
る
た
め
、「
韮
崎
市
公
募
・
提
案

型
補
助
金
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
日
ご
ろ
の
思
い
や
ア
イ

デ
ィ
ア
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

仲
間
と
一
緒
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

多
数
の
ご
提
案
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
補
助
の
対
象
と
な
る
団
体

　

市
内
に
活
動
拠
点
を
有
し
５
名
以

上
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
過
半
数
が
市

内
に
在
住
、
勤
務
又
は
在
学
し
て
い

る
市
民
団
体
又
は
グ
ル
ー
プ

■
補
助
の
対
象
と
な
る
事
業

　

市
民
団
体
や
グ
ル
ー
プ
等
が
自
主

的
に
取
り
組
む
も
の
の
う
ち
、
そ
の

活
動
が
市
民
福
祉
の
向
上
及
び
地
域

社
会
の
発
展
な
ど
公
益
に
寄
与
す
る

事
業
。

※
施
設
の
建
設
等
を
目
的
と
す
る
も

　

の
や
国
・
県
・
市
又
は
市
関
連
団

　

体
か
ら
補
助
金
、
助
成
金
の
交
付

　

を
受
け
て
い
る
事
業
は
除
く
。

　
■
補
助
の
内
容

・
１
団
体
当
た
り
50
万
円
を
限
度 　

　

（
補
助
対
象
経
費
の
１
／
２
以
内
）

・
同
一
事
業
に
対
し
、
年
度
中
１
回

　

ま
で
（
計
３
回
を
限
度
）

■
事
業
の
例

①
お
年
寄
り
と
子
ど
も
た
ち
が
ふ
れ

　

あ
う
機
会
を
作
り
た
い
！

「
遊
び
を
通
じ
た
世
代
間
交
流
事
業
」

「
子
ど
も
と
お
か
え
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

②
に
ら
さ
き
に
は
美
味
し
い
食
材
が

　

い
っ
ぱ
い
あ
る
け
ど
地
域
お
こ
し

　

や
健
康
づ
く
り
が
で
き
な
い
か
？

「
郷
土
料
理
に
よ
る
健
康
づ
く
り
事
業
」

③
伝
統
行
事
を
活
か
し
て
地
域
を
盛

　

り
上
げ
た
い
！
地
域
の
風
習
や
歴

　

史
を
掘
り
起
こ
し
て
子
ど
も
た
ち

　

に
伝
え
て
い
き
た
い
！

「
郷
土
の
偉
人
に
学
ぶ
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

　

こ
れ
ら
は
第
６
次
長
期
総
合
計
画

策
定
に
あ
た
っ
て
の
ま
ち
づ
く
り
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
参
加
さ
れ
た
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら

出
さ
れ
た
ア
イ

デ
ィ
ア
（
協
働

の
種
）
の
一
部

で
す
。

　

皆
さ
ん
の
ア

イ
デ
ィ
ア
を
ど

し
ど
し
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

■
申
請
方
法

（１）
申
請
期
間

　

７
月
１
日（
水
）
～

12
月
25
日（
金
）

（２）
申
請
書
類

　

①
韮
崎
市
公
募
・
提
案
型
補
助
金

　
　

交
付
申
請
書

　

②
団
体
の
規
約
等

　

③
事
業
の
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

④
団
体
の
活
動
報
告
書
及
び
収
支

　
　

決
算
書

　

⑤
そ
の
他
補
助
金
の
交
付
に
関
し

　
　

参
考
と
な
る
書
類
等

（３）
申
請
手
続

　
　

市
企
画
財
政
課
で
配
布
す
る
申

　

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
企

　

画
財
政
課
へ
郵
送
又
は
直
接
提
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
補
助
事
業
実
施
期
間

　

補
助
金
交
付
の
日
か
ら

　

平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で

■
審
査
と
交
付
決
定

　

申
請
書
及
び
書
類
を
基
に
、
市
に

よ
る
審
査
を
行
い
、
補
助
金
の
交
付

を
決
定
し
ま
す
。
内
容
の
審
査
に
あ

た
り
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

結
果
は
、
各
応
募
団
体
に
通
知
す

る
ほ
か
、
対
象
と
な
っ
た
事
業
・
団

体
に
つ
い
て
は
、
広
報
に
ら
さ
き

及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま

す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

企
画
財
政
課
企
画
推
進
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　

（
内
線
３
５
５
）

　

〈http://w
w

w
.city.nirasaki.lg.jp/

〉

★市民主体の「まちづくり事業」を募集します★

　 　市では、近年増加している遊休農地の解消に向け、農
地に賃借権を新規設定し、規模拡大を目指す農業者（借
り手）のみなさまに補助金を交付します。

【対象となる農地】

農業振興地域整備計画に基づく農用地区域内にある遊休農地

【賃借権の要件】

次の要件を全て満たしていることが必要です。

①農業経営基盤強化促進法に規定する利用権（賃借権に限る）

　の新規設定又は農地法第３条に規定する賃借権の新規設定

②５年以上の利用権設定があること。

③利用権の設定面積が５ａ以上あること

【補助金の額】　　遊休農地　　10 ａ当たり　２万円

　　　　　　　　荒廃農地　　10 ａ当たり　５万円

※申請について詳しくはお問い合わせ下さい。

※耕作放棄地の再生利用に関しては、別に国の支援制度も
　あります。

遊休農地：過去１年以上
作物を栽培していないが、
多少手を加えれば耕地に
なる可能性のある農地

荒廃農地：多年生雑草や
潅木が繁茂し、通常の農
業用機械では耕起が不可
能な農地（田・畑）や、改
植を行わなければ通常の
作物栽培ができない状態
の農地（樹園地）

「
地
域
の
農
地
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
☆
」

遊
休
農
地
等
利
用
促
進
補
助
金
制
度

■お問い合わせ
　農林課農林振興担当
　（内線２２３・２２４）
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■採用予定人員（平成２２年４月採用）
　若干名（性別不問）

■受験資格
◇年齢要件および学歴
　昭和５８年４月２日～
　　　　平成４年４月１日までに生まれた者

 ・消防職Ａ　大学を卒業した者（平成２２年              
　　　　　　 ３ 月までに卒業見込みの者）

 ・消防職Ｂ　上記以外の者で高等学校を卒業
　　　　　　 した者（卒業見込みの者）

◇住所要件
　平成２１年４月１日から引き続き韮崎市、
　北杜市、甲斐市および峡北地域近隣市町村

　に住所を有する者（修学などのため当該地

　域内に住所を有さない者を含む）

◇その他
 ・日本国籍を有する者
 ・地方公務員法第１６条に該当しない者
 ・消防職員としての身体要件を備えている者
 ・普通運転免許所有者（取得見込みの者）

■申込受付期間
　７月２１日（火）～ ８月１１日（火）
　９時～１７時３０分（土・日曜日は除く）

■必要書類の配布
　申込書・試験実施要綱を７月１４日（火）　
　から峡北広域行政事務組合総務課にて配布

■お申し込み・お問い合わせ
　峡北広域行政事務組合総務課
　☎２２－３３１１（内線２０・５８）

峡北広域事務組合 消防職員募集

昭
和
34
年
８
月
の
台
風
７
号

の
集
中
豪
雨
に
よ
り
大
量

の
土
砂
や
流
木
が
釜
無
川
に
流

出
し
て
、
泥
流
が
静
か
な
農
村
地

帯
を
襲
い
集
落
や
人
々
を
の
み

こ
み
、
尊
い
生
命
や
財
産
が
奪
わ

れ
、
一
瞬
に
し
て
地
獄
絵
と
化
し

ま
し
た
。

　

「
大
き
な
石
が
転
が
る
音
と
鉄

砲
水
の
音
が
聞
こ
え
、
家
の
前
の

道
路
が
川
に
な
っ
た
」

　

「
釜
無
川
で
は
大
き
な
木
や
家

の
屋
根
が
流
さ
れ
て
い
た
」

　

「
堤
防
が
決
壊
し
て
、
武
田
橋

が
流
さ
れ
親
に
手
を
引
か
れ
高
台

に
避
難
し
た
」

　

体
験
者
に
は
様
々
な
光
景
が
思

い
出
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
災
害
か
ら
50
年
を
迎
え
る

本
年
、
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
再
度
、

認
識
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
教
訓

を
後
世
に
伝
え
、
防
災
に
つ
い
て

考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
昭
和
34
年
の
台
風

災
害
か
ら
50
年
と
い
う
節
目
に

あ
た
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
そ
の
災
害
が
教

訓
と
な
り
、
日
頃
か
ら
市
民
一

人
ひ
と
り
の
水
害
に
対
す
る
認

識
が
高
く
、
各
地
域
で
の
河
川

愛
護
活
動
が
永
い
間
続
い
て
お

り
ま
す
。

　

今
年
も
、
各
自
治
会
ご
と
に

７
・
８
・
９
月
中
の
休
日
等
を
「
河

川
愛
護
デ
ー
」
の
実
施
日
と
定

め
、
洪
水
に
よ
る
水
害
の
発
生

防
止
と
河
川
に
対
す
る
愛
着
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
河
川
・

水
路
等
の
除
草
、
清
掃
、
土
の

う
づ
く
り
等
の
作
業
が
行
な
わ

れ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
積
極
的
な
参

加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

み
ず
か
ら
の
手
で
、
河
川
の

清
掃
を
行
い
、
安
全
な
暮
ら
し

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
活
動
と
同
時
に
、
洪

水
等
の
災
害
を
想
定
し
、
避
難

場
所
・
避
難
経
路
の
確
認
、
気

象
情
報
に
注
意
す
る
な
ど
の
心

構
え
も
必
要
で
す
。

安
全
で
、
き
れ
い
な
川
が
好
き

「
河
川
愛
護
デ
ー
」
水
防
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
！

◇防災士資格取得助成のお知らせ◇
　災害の発生を防ぐことは出来ませんが、災害に
対する知識と災害の発生後の対応知識を備えるこ
とにより、被害を大幅に軽減させるとこは可能で
す。それを担うのが『防災士』です。
　自主防災会にこのような『防災士』が配置され、
防災意識の啓発や災害に備えた“自助・互助”に
よる活動に取り組み防災体制が構築されます。
　市では『防災士』の資格取得費の一部を助成し
ています。この機会に『防災士』　になりませんか？

◆お問い合わせ　
　総務課防災交通担当　（内線３３９）

あ
の
日
を
忘
れ
な
い

“
災
害
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
”
を
開
催
し
ま
す

34年災害から50年
－災害シンポジウム－

■日時　　７月１８日（土）

　　　　　１３時３０分～１６時３０分

■会場　　東京エレクトロン韮崎文化ホール　

　　　　　小ホール　　　　※入場無料

■日程　　基調講演

　　　　　災害のフィルム放映

　　　　　パネルディスカッションなど

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
の
夏
が
来
た
！


